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自力で脱出
　　　34.9％家族　31.9％

救助隊、その他　2.6％

友人・隣人
28.1％

通行人
2.6％

　
９
月
は
防
災
月
間
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
近
所
の
人
と
の
関
係
な
ど
が
希
薄
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
災
害
が
起
き
た
時
、
近
所
同
士
の
協
力
は
大
き
な
防
災
力
に
な
り
ま
す
。
い
ま
一
度
、

地
域
で
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
問
危
機
管
理
室
☎
32-

２
０
４
２

■問臨時特別給付金事業推進室（東庁舎１階）☎ 32-2169
住民税非課税世帯等臨時特別給付金

■問津山市都市整備公社（市役所６階）☎ 32-2127
　　　　　「さくら・うまい券」

も
し
も
の
時
に
大
切
な
ご
近
所
と
の
つ
な
が
り

　

ご
近
所
で
﹃
近
助
﹄

　
防
災
を
考
え
る
時
、
大
切
な
の
が
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
で
す
。「
自
助
」
は
、
自
分
の
命
を
自
分
で
守

る
こ
と
。「
共
助
」
は
地
域
で
助
け
合
っ
て
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
。「
公
助
」
は
、
国
・
県
・
市
な
ど
の
行

政
機
関
が
災
害
に
備
え
た
り
、
支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
命
を
守
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
３
つ
の
連
携
が
大
切
で
す
。

　
災
害
が
起
こ
る
と
、
個
人
で
は
解
決
で
き
ず
、
近
所

の
人
々
と
協
力
し
合
わ
な
い
と
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
く
さ
ん
の
問
題
が
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
家
屋
が
倒
壊
し
た
人
の
う
ち
、

約
３
割
が
「
友
人
・
隣
人
」
に
救
助
さ
れ
た
と
報
告
さ

れ
て
い
て
、
多
く
の
人
の
命
が
、
近
く
に
い
る
人
の
助

け
に
よ
っ
て
守
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
、
近
所
の
助

け
合
い
な
ど
を
心
掛
け
、
い
ざ
と
い
う
時
に
地
域
ぐ
る

み
で
助
け
合
え
る
よ
う
に
ま
し
ょ
う
。

阪神・淡路大震災での救助主体など
【出典】日本火災学会「1995年兵庫県南部地震　
　 における火災に関する調査報告書」

顔の見える関係づくり
　日頃からのあいさつや
声掛け、地域イベントな
どに積極的に参加する

近所の助け合い
　近所付き合いを大事に
し、いざという時に助け
合える関係を築いておく

高齢者、障害者などの避難支援
　日頃から避難行動が困難な人
などを知っておき、避難の際は
手助けできるようにしておく

主な共助の取り組み

避
難
行
動
を
促
す

３
つ
の
ス
イ
ッ
チ　

　
「
避
難
ス
イ
ッ
チ
」
と
は
、

実
際
の
避
難
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
の
こ
と
で
、
主
な
も

の
は
次
の
３
つ
で
す
。

　
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
迅
速

な
避
難
行
動
が
、
周
り
の
人
の

避
難
行
動
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
常
に
早
め
の
行
動

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
行
政
か
ら
の
避
難
情
報

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
３ 

高
齢
者
等　

　
避
難
」「
警
戒
レ
ベ
ル
４ 

避

　
難
指
示
」
な
ど

②
家
の
周
り
な
ど
の
異
変

日
常
と
は
違
っ
た
変
化
に
気

付
く
。「
普
段
は
水
が
流
れ

て
い
な
い
小
川
の
水
か
さ
が

増
し
て
い
る
」
な
ど

③
近
所
か
ら
の
呼
び
か
け

家
族
や
近
所
の
人
か
ら
の
避

難
の
呼
び
掛
け
。「
こ
ん
な　

情
報
が
出
て
る
け
ど
一
緒
に

避
難
し
ま
せ
ん
か
？
」
と

い
っ
た
声
掛
け
な
ど

災害に備えて気を付けたい
ポイントを動画で紹介して
います。ぜひご覧ください。

　電気・ガス・食料品などの価格高騰に対し、特に影響が大きい住民税非課税世帯などが
対象の給付金です。受け取りには申請が必要です。期限までに手続きしてください。
　対象要件など、詳しくは市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

◆対象　　　　　　　　　　　　　　

　①６月１日現在、津山市に住民票があって、　
　　令和５年度分の住民税（均等割）が非課税
　　の世帯
　②６月１日現在、津山市に住民票があって、
　　令和５年度分の住民税（均等割）のみ課税
　　される世帯

※①、②ともに住民税課税者の扶養親族のみの世帯　　
を除く

③令和５年１月～６月に、予期せず収入が減
少し、住民税非課税相当の収入（※）になっ
た世帯

※世帯全員のそれぞれの１年間の所得見込額が、住
民税（均等割）非課税の水準以下に相当する場合

◆手続き　　　　　　　　　　　　　

　必要書類を返送してください
　　対象世帯には、７月中に案内書類を送付し　
　ています。書類の内容に従って、必要書類を
　返送してください。

※ＤＶなどで避難している人や、基準日以降に修正
申告した人など、書類が届いていなくても対象に
なる場合があります。詳しくは、お問い合わせく
ださい

　申請が必要です
　　窓口に備え付けの申請書（市ホームページ　
　から印刷可）に必要書類を添えて、提出して
　ください。

プレミアム
付商品券

プレミアム率
20％

　市内の加盟店舗で使うことができる地域商品券を発行します。申込方法など、詳しくは今月号の折込
みチラシをご覧ください。
▶販売価格　
　１冊 10,000 円（500 円券 24 枚綴り 12,000 円分）
▶購入できる人　
　市内に在住の個人または市内に本拠がある法人
▶購入限度
　・１人あたり２冊（20,000 円）まで
　・１法人あたり 30 冊（300,000 円）まで
▶利用期間　
　９月 25 日㈪～令和６年１月 31 日㈬
▶利用店舗
　市内の飲食店やスーパーマーケット、ホームセンター、タクシー、ガソリンスタンドなど

１世帯あたり　30,000円 締め切り　10 月 31日㈫

詳しくは津山市都市整
備公社ホームページで
も確認できるよ！


